
貴
重
書
紹
介 

―
『
學
校
用

が
っ
こ
う
よ
う

土
佐

と

さ

日
記

に

っ

き

讀
本

と
く
ほ
ん

』
― 

教
科
書
に
採
録
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
定
番
教
材

の
一
つ
で
あ
る
「
土
佐
日
記
」。
皆
さ
ん
も
高
校
の
古

典
の
授
業
な
ど
で
読
ん
だ
記
憶
が
あ
る
の
で
は
な 

い
で
し
ょ
う
か
。
紀 き

の

貫
之

つ
ら
ゆ
き

が
土
佐
か
ら
帰
京
す
る
旅 

路
の
出
来
事
を
女
性
に
仮
託

か

た

く

し
て
書
い
た
と
い
わ

れ
る
日
記
文
学
で
、
内
容
は
忠
実
な
日
記
で
は
な
く

虚
構
性
の
強
い
文
学
作
品
で
す
。
教
科
書
に
よ
っ
て

採
録
さ
れ
る
場
面
は
様
々
で
、
授
業
で
の
取
り
上
げ

方
も
色
々
。
教
材
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て
も
取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
作
品
で
も
あ
り
ま
す
。 

専
修
大
学
図
書
館
所
蔵
の
貴
重
書
の
中
に
『
學
校

用
土
佐
日
記
讀
本
』
と
い
う
資
料
が
あ
り
ま
す
。
上 

下
二
冊
の
半
紙
本

は
ん
し
ぼ
ん

で
、
明
治
17

年
、
樂 が

く

善
堂

ぜ
ん
ど
う

か
ら
刊

行
さ
れ
た
資
料
で
す
。
内
閣
制
度
が
発
足
し
た
の
が

明
治
18

年
、
教
科
用
図
書
検
定
条
例
が
定
め
ら
れ

た
の
が
明
治
19

年
で
す
の
で
、
教
育
制
度
や
教
科

書
そ
の
も
の
に
つ
い
て
整
備
が
進
む
以
前
に
刊
行

さ
れ
た
教
科
書
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

内
容
を
見
る
と
、
本
文
に
ル
ビ
や
傍

注

ぼ
う
ち
ゅ
う

な
ど
は

な
く
、
し
か
も
崩
し
字
で
書
か
れ
て
お
り
、
内
容
や 

用
語
の
解
説
は
頭

注

と
う
ち
ゅ
う

と
し
て
簡
単
に
ま
と
め
ら
れ 

て
い
ま
す
。
巻
頭
に
付
さ
れ
た
「
例
言

れ
い
げ
ん

」
に
よ
る
と
、

 

こ
の
教
科
書
は
「

専
も
っ
ぱ

ラ
初
学
ノ
讀
方

よ
み
か
た/

ニ
宛
ル
ヲ
肯

ト
」
し
て
作
ら
れ
た
と
あ
り
、
音
読
用
の
テ
キ
ス
ト

と
し
て
こ
の
よ
う
な
体
裁
を
と
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。「
初
学
」
と
あ
る
の
で
入
門
書
の
一
種
で
す
が
、

同
じ
「
土
佐
日
記
」
と
は
い
え
、
現
在
の
古
典
の
教

科
書
と
比
べ
る
と
ず
い
ぶ
ん
レ
ベ
ル
が
高
い
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

さ
て
、
同
一
資
料
が
国
立
国
会
図
書
館
、
国
立
教

育
政
策
研
究
所
教
育
図
書
館
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
本
学
所
蔵
本
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、 

大
槻
文
彦

お
お
つ
き
ふ
み
ひ
こ

の
旧
蔵
書
で
あ
っ
た
ら
し
い
と
い
う
こ

と
で
す
。 

大
槻
文
彦
は
日
本
初
の
近
代
的
な
国
語
辞
典
と 

言
わ
れ
る
「
言 げ

ん

海 か
い

」
を
編
纂
し
た
人
物
で
す
。
大
槻

家
の
旧
蔵
書
は
昭
和
25

年
、
遺
族
よ
り
宮
城
県
図

書
館
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
も
「
大
槻
文
庫
」
と
し
て

残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

本
学
所
蔵
の
『
學
校
用
土
佐
日
記
讀
本
』
に
は
、

上
下
巻
と
も
巻
頭
に
「
大
槻
文
彦
蔵
」
、
下
巻
末
に

も
「
文
彦
」
「
大
槻
文
庫
」
の
朱
印
が
あ
り
ま
す
。

本
文
に
は
赤
イ
ン
ク
、
鉛
筆
に
よ
る
書
入
れ
が
多
数

み
ら
れ
、
さ
ら
に
下
巻
末
に
は
「
明
治
三
十
五
年
…

夜
通
読
了/

ふ
み
ひ
こ
」
と
い
う
書
入
れ
が
あ
り
ま

す
。
辞
書
の
編
纂
者
と
し
て
知
ら
れ
る
大
槻
文
彦
で

す
が
、
宮
城
県
の
師
範
学
校
や
尋
常
中
学
校
の
校
長

も
務
め
学
校
教
育
に
も
力
を
尽
く
し
た
人
物
で
す 

か
ら
、
「
學
校
用
」
と
銘
打

め

い

う

っ
て
刊
行
さ
れ
た
こ
の

資
料
に
も
く
ま
な
く
目
を
通
し
た
の
で
し
ょ
う
。
近

代
教
育
の
発
展
に
寄
与
し
た
人
物
が
手
に
取
っ
た

資
料
と
し
て
、
貴
重
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

編
集
後
記 

 

今
号
は
教
科
書
特
集
で
す
。
支
給
さ
れ
る
教
科
書
で
授

業
を
受
け
る
こ
と
が
当
た
り
前
だ
っ
た
私
は
、
ま
っ
さ
ら

な
と
こ
ろ
か
ら
の
教
育
や
教
科
書
の
始
ま
り
に
か
け
ら

れ
た
労
力
に
感
服
し
ま
し
た
。
図
書
館
に
は
、
明
治
～
大

正
～
昭
和
に
か
け
て
の
教
科
書
が
、
複
製
版
も
含
め
て
書

架
に
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
検
索
し
て

ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

タ
イ
ト
ル
の
人
物
は
晩
年
の
相
馬
先
生
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
明
治
時
代
の
授
業
風
景
を
想
像
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。 

[展示紹介] 

オンラインで見てみよう！ 

スヌーピーミュージアム・オンライン 

スヌーピーミュージアムは、2016 年 4 月、

六本木での期間限定開館の大盛況を受け、

2019 年に南町田へ場所を移しリニューアル

開館しました。スヌーピーがうまれたアメ

リカ以外では世界初のミュージアムです。

開館 1 周年を記念し、オンラインミュージ

アムが公開されました。 

スヌーピーが館内の各コーナーを案内し

てくれる合間に 3 本のアニメーションが流

れます。最後はミュージアムショップでし

か買えないグッズが並ぶオンラインショッ

プでお買い物することができます。館内の

巨大スヌーピーを上からドローンで撮影し

た、オンラインならではの映像も公開され

ていました。ミュージアム全体のかわいい

世界観を垣間見ることができ、実際に訪れ

てみたくなる動画でした。2021 年 4 月 5 日

からは、リニューアルした動画が公開され

ます。 

コロナ禍で多くの施設がオンラインミュ

ージアムを公開しています。世界中の美術

館・博物館を体験できるこの機会に、おうち

からつながってみませんか？ 

https://online.snoopymuseum.tokyo/s/smo/?ima=0000 

  

[主な参考図書・サイト] 

参考図書は図書館に所蔵している本ばかりで

す。是非 OPAC で検索してみてください。 

・文部科学省（小学校、中学校、高等学校） 

https://www.mext.go.jp/a_menu/01_c.htm 

・近代教科書デジタルアーカイブ 

https://www.nier.go.jp/library/textbooks

/index.html 

・宮城県図書館ウェブサイト 

https://www.library.pref.miyagi.jp/about

/collection.html#03 

・岡崎勝世『日本における世界史教育の歴史

(1-1)「普遍史型万国史」の時代』(埼玉大

学紀要. 教養学部, 51(2), p.21-64) 

  http://doi.org/10.24561/00016008 

・中村理平著『洋楽導入者の軌跡 : 日本近

代洋楽史序説』（刀水書房 , 1993） 

・中西光雄著『「蛍の光」と稲垣千頴 : 国民

的唱歌と作詞者の数奇な運命』（ぎょうせ

い , 2012） 

・専修大学編『専修大学百年史』（専修大学

出版局 , 1981） 

 

 

  

  

奥付： 

専修大学図書館 

令和 3 年 3 月 31 日発行 

題字：荒川依知 

 

※貴重書のご利用については、「ぶん

こ」創刊号をご覧ください。 

https://www.senshu-u.ac.jp/ 
news/nid00006538.html 

の
構
成
に
応
じ
て
組
織
排
列
さ
れ

た
教
科
の
主
た
る
教
材
と
し
て
、
教

授
の
用
に
供
せ
ら
れ
る
児
童
又
は

生
徒
用
図
書
（
教
科
書
の
発
行
に
関

す
る
臨
時
措
置
法 

第
２
条
）」
と
し

て
教
科
用
図
書
（
以
下
、
教
科
書
） 

を
位
置
づ
け
て
お
り
、
学
校
教
育
と
は
切
っ

て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。
教
科
書

は
全
国
の
ど
の
地
域
で
教
育
を
受
け
て
も
、

一
定
の
水
準
の
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
文
部
科
学
省
が
定
め
た
学
習
指
導
要
領

（
文
部
科
学
省
Ｈ
Ｐ
に
て
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
）
に
則
っ
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
各

学
校
に
お
い
て
は
，
教
科
書
を
中
心
に
学
習

指
導
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
先
ほ
ど
の
条
文
に
は
「
大
学
」
の

文
字
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
は
高
等
教
育
の

場
で
あ
る
た
め
、
文
部
科
学
省
の
定
め
に
基

づ
く
教
育
が
な
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
大
学

が
自
ら
掲
げ
る
教
育
理
念
・
目
的
に
基
づ

き
、
自
主
的
・
自
律
的
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
教
科
書

も
授
業
に
基
づ
き
様
々
な
も
の
が
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。 

専
修
大
学
で
も
様
々
な
教
科
書
を
使
っ

て
い
ま
す
。
で
は
、
開
校
当
時
の
教
科
書
は

ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

ま
た
、
現
行
の
教
科
書
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
使

わ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

本
号
で

は
教
科
書
に
焦
点
を
あ
て
て
、
教
科
書
の
歴

史
に
ふ
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

新
設
！ 

教
科
書
コ
ー
ナ
ー 

令
和
２
年
４
月
よ
り
、
本
館
３
階
情
報

検
索
コ
ー
ナ
ー
に
教
科
書
コ
ー
ナ
ー
を
新

設
し
ま
し
た
。
中
学
校
・
高
校
の
教
科
書
を

取
り
揃
え
て
い
ま
す
。
教
材
研
究
、
模
擬
授

業
の
資
料
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
自

分
が
中
学
生
、
高
校
生
だ
っ
た
こ
ろ
の
教

科
書
を
探
し
て
み
る
の
も
面
白
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

な
お
、
生
田
分
館
よ
り
移
設
し
た
資
格

関
連
図
書
コ
ー
ナ
ー
も
併
設
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

※K
n

o
w

led
g

e B
ase

所
蔵
の
教
科
書
は
、
分
類 

番
号
「3

7
5

.9

」
に
配
架
さ
れ
て
い
ま
す
。 

※
現
行
の
教
科
書
以
外
の
教
科
書
・
複
製
本
は
一 

般
書
架
に
配
架
さ
れ
て
い
ま
す
。 

   ～ちょっとブレイク～ 

   スヌーピーに興味がある方に

は、本学所蔵の「完全版ピーナッツ全

集」がおすすめ。1950 年から 2020 年

までのスヌーピーすべての作品を収

録しており、作者直筆の英語と日本語

訳を同時に読むことができます。 

本館 K/726/Sc8/1 ~ K/726/Sc8/25 

専
修
大
学
図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー 

第
6
号 

教
科
書
を
考
え
る 

み
な
さ
ん
が
高
校
生
ま
で
使
っ
て
い
た
教
科

書
。
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
か
覚
え
て
い
ま
す
か
？ 

教
科
書
と
は
「
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
の
に
適
し
て

い
る
本
」
と
し
て
、
学
習
の
た
め
に
使
わ
れ
る
図

書
で
す
。
文
部
科
学
省
で
は
、「
小
学
校
、
中
学
校
、

義
務
教
育
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
及

び
こ
れ
ら
に
準
ず
る
学
校
に
お
い
て
、
教
育
課
程 

第
６
号 

目
次 

一
頁
・
・
・
・
教
科
書
を
考
え
る 

 
 

 
 

 
 

新
設
！ 

教
科
書
コ
ー
ナ
ー 

 
 

 
 

 
 

思
い
出
の
教
科
書 

二
～
三
頁
・
・
専
修
大
学
と
教
科
書 

四
頁
・
・
・
・
貴
重
書
紹
介 

 
 

 
 

 
 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
見
て
み
よ
う
！ 

 
 

 
 

 
 

 

ス
ヌ
ー
ピ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・ 

オ
ン
ラ
イ
ン 

思
い
出
の
教
科
書 

教
科
書
で
初
め
て
読
ん
で
好
き
に
な
っ

た
作
家
は
い
ま
せ
ん
か
？ 

ぶ
ん
こ
ス
タ

ッ
フ
お
す
す
め
の
教
科
書
掲
載
作
品
を
ご

紹
介
し
ま
す
。 

 

★ 

星
野
道
夫
「
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
、
老
兵

の
夢
と
闇
」
（『
国
語
総
合
』
桐
原
書
店
、

2
0

1
4

年
、/3

7
5

.9
/K

o
5

3
/

国
総3

3
1

・

2
0

1
2

） 

 

ア
ラ
ス
カ
の
大
自
然
や
野
生
動
物
、

人
々
の
暮
ら
し
を
愛
し
た
写
真
家
・
故
星

野
道
夫
氏
の
エ
ッ
セ
イ
。
温
か
く
細
や
か

な
言
葉
で
綴
ら
れ
た
文
章
が
印
象
的
で
、

他
の
作
品
も
読
ん
で
み
た
い
と
思
っ
た
作

品
で
す
。
『
イ
ニ
ュ
ニ
ッ
ク : 

生
命 : 

ア

ラ
ス
カ
の
原
野
を
旅
す
る
』
（
新
潮
社
、

1
9

9
8

年
、X

/0
8

0
/S

h
6

1
/H

o
s

）
な
ど
に

収
録
。 

 

★ 

向
田
邦
子
「
字
の
な
い
葉
書
」（『
新
編

新
し
い
国
語
２
』、
東
京
書
籍
、20

1
6

年
、

/3
7

5
.9

/K
o

4
7

/

国
語8

2
7

・2
0

1
5

） 

日
頃
「
暴
君
」
で
あ
っ
た
父
親
が
手
紙

の
中
で
だ
け
見
せ
た
厳
格
な
姿
。
そ
ん
な

父
親
は
、
ま
だ
字
の
書
け
な
い
妹
が
疎
開

に
行
く
時
、
宛
名
だ
け
を
書
い
た
葉
書
を

持
た
せ
た
。
「
元
気
な
日
は
マ
ル
を
書
い

て
、
毎
日
一
枚
ず
つ
ポ
ス
ト
に
入
れ
な
さ

い
。
」

―
お
父
さ
ん
の
こ
の
発
想
に
驚

き
、
真
似
し
て
み
た
く
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
か
？ 

『
眠
る
盃
（
向
田
邦
子
全
集
６
）』

（

文

藝

春

秋

、

2
0

0
9

年

、

K
/9

1
8

.6
8

/M
u

2
7

/6

）
に
収
録
。 

本
館
３
階
情
報
検
索
コ
ー
ナ
ー
の
様
子 

寺嵜恒就著, 芳賀真咲閲『土佐日記讀本 : 學校用』

樂善堂 , 1884 A/090.13/Te62 

K
n

o
w

led
g

e B
ase

で
は
14

階
の
８
に
あ
り
ま
す
。 

https://online.snoopymuseum.tokyo/s/smo/?ima=0000
https://www.mext.go.jp/a_menu/01_c.htm
https://www.nier.go.jp/library/textbooks/index.html
https://www.nier.go.jp/library/textbooks/index.html
https://www.library.pref.miyagi.jp/about/collection.html#03
https://www.library.pref.miyagi.jp/about/collection.html#03
http://doi.org/10.24561/00016008


◆
音
楽
教
育
の
始
ま
り 

本
学
創
立
者
の
一
人
で
あ
る
目
賀
田

め

が

た

種
た
ね

太た 

郎
ろ
う

が
、
日
本
の
音
楽
教
育
の
始
ま
り
に
大
き

く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す 

か
？ 

オ
ラ
ン
ダ
で
唱
歌

し
ょ
う
か

（=

音
楽
）
教
育
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
り
、
日
本
で
も

明
治
５
年
に
必
須
科
目
と
し
て
規
定
さ
れ
ま

し
た
が
、
実
際
に
教
育
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
実
績
も
な
く
、

目
指
す
西
洋
音
楽
教
育
に
つ
い
て
、
何
の
準

備
も
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
す
。 

明
治
８
年
、
音
楽
教
育
の
構
想
を
練
る
た

め
、
政
府
の
命
を
受
け
目
賀
田
は
留
学
生
監

督
官
と
し
て
伊
澤
修
二
ら
と
共
に
ア
メ
リ
カ

へ
渡
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
日
本
の
音
楽
教
育

に
興
味
を
持
つ
初
等
学
校
音
楽
監
督
兼
教
師

の
ル
ー
サ
ー
・
ホ
ワ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
メ
ー
ソ
ン

に
師
事
、
日
本
で
の
音
楽
教
授
法
を
具
体
的

に
立
案
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
音
楽
は
人
の

自
然
な
心
の
動
き
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
日
本
も
西
洋
も
根
本
は
同
じ
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
日
本
の
音
楽
や
詩
を
十
分
に
研
究

し
た
上
で
、
不
足
が
あ
れ
ば
西
洋
音
楽
よ
り 

学
び
、
い
ず
れ
同
化

ど

う

か

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
と
確
信
し
た
の
で
す
。 

こ
の
考
え
を
も
と
に
、
目
賀
田
は
伊
沢
と

共
に
ア
メ
リ
カ
で
の
成
果
を
ま
と
め
た
報
告

書
を
政
府
へ
提
出
し
ま
し
た
。
明
治
12

年
、

文
部
省
内
に
調
査
と
研
究
の
た
め
の
音
楽
教 

育
機
関
「
音
楽

お
ん
が
く

取
調

と
り
し
ら
べ

掛
が
か
り

」（
後
、
東
京
芸
術
大

学
に
発
展
）
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
メ

ー
ソ
ン
と
は
書
簡
に
て
親
交
を
深
め
つ
つ
、

政
府
へ
は
、
彼
の
実
績
や
、
目
賀
田
が
考
え
る

音
楽
の
教
育
課
程
を
ど
の
よ
う
に
担
っ
て
も

ら
う
か
を
綴
り
、
西
洋
音
楽
教
師
と
し
て
推 

薦
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
日
本
へ
の
渡
航
を
希
望
す
る
メ

ー
ソ
ン
と
日
本
側
文
部
省
の
代
理
人
と
し
て

２
年
間
の
就
任
契
約
を
交
わ
し
、
彼
の
来
日

を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
我
が
国 

最
初
の
音
楽
教
科
書
編
纂

へ
ん
さ
ん

へ
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
た
の
で
す
。 

◆
専
修
大
学
創
立
時
代
の
教
科
書 

専
修
大
学
の
前
身
で
あ
る
専
修
学
校
は
、

明
治
13

年
（1

8
8

0

）
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
講
義
形
式
に
は
、
日
本
語
で
、
口
授
に
よ

っ
て
講
義
を
行
い
、
教
科
書
を
用
い
な
い
と

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
多
く
の
高

等
教
育
機
関
で
は
、
外
国
人
講
師
に
よ
っ
て

英
語
や
仏
語
で
教
授
さ
れ
、
外
国
語
の
原
書

を
教
科
書
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
一
般
的
で

し
た
の
で
、
専
修
学
校
の
講
義
形
式
が
い
か

に
画
期
的
で
あ
っ
た
か
が
分
か
り
ま
す
。
日

本
語
の
教
科
書
は
ま
だ
極
め
て
少
な
か
っ
た

た
め
、
創
立
当
初
は
教
科
書
を
用
い
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

講
義
は
、
先
生
が
話
し
た
こ
と
を
学
生
が

筆
記
す
る
、
と
い
う
形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
優
秀
な
学
生
が
筆
記
し
た
ノ
ー
ト

に
、
先
生
が
目
を
通
し
た
も
の
が
印
刷
・
出
版

さ
れ
、
そ
れ
が
教
科
書
と
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
ま
た
同
時
に
、
先
生
自
身
が
外
国
の
著
作

を
翻
訳
し
、
そ
れ
に
自
ら
の
見
解
を
付
記
し

た
も
の
も
初
期
の
教
科
書
と
し
て
刊
行
さ
れ

ま
し
た
。 

こ
こ
で
は
、
専
修
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ 

れ
て
い
る
創
立
期
の
教
科
書
を
紹
介
し
ま
す
。 

相
馬

そ

う

ま

永
な
が

胤
た
ね

講
義
・
専
修
学
校
生
徒
筆
記 

『
米
国

べ
い
こ
く

紐

育

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
し
ゅ
う

訴
訟
法

そ
し
ょ
う
ほ
う

』
は
、
創
立
者
の
一

人
で
あ
る
相
馬
永
胤
が
、
ア
メ
リ
カ
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
の
訴
訟
手
続
き
に
つ
い
て
講
義
し 

駒
井

こ

ま

い

重
格

し
げ
た
だ

閲
・
田
尻

た

じ

り

稲
次
郎

い

な

じ
ろ

う

訳
『
ボ
リ
ュ
ー

氏
財
政
論 

関
税
ノ
部
』
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
財

政
家
ボ
リ
ュ
ー
（P

a
u

l L
e
ro

y
-B

e
a
u

lie
u

）

の
著
書
『T

r
a

ité
 
d

e
 
la

 
s
c
ie

n
c
e

 
d

e
s 

fin
a
n

ce
s

』
の
一
部
を
、
専
修
学
校
創
立
者
の

田
尻
稲
次
郎
が
翻
訳
、
お
よ
び
所
見
を
併
記

し
、
同
じ
く
創
立
者
の
駒
井
重
格
が
校
閲
し

た
も
の
で
す
。
専
修
学
校
創
立
直
前
の
明
治

13

年
（1

8
8

0

）
１
月
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、

「
緒
言
」
に
よ
る
と
、
条
約
改
正
に
際
し
、
関

税
自
主
権
の
回
復
が
最
も
重
要
な
議
論
と
な

り
、
そ
の
た
め
に
は
外
国
の
関
税
に
つ
い
て 

記
」
す
る
ス
タ
イ
ル
で
作
ら
れ
た
教
科
書
で 

す
。「
緒
言
」
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
エ
ー
ル
大

学
在
学
中
に
歴
史
の
授
業
を
受
け
、
そ
の
時

の
講
義
ノ
ー
ト
に
加
え
、
フ
リ
ー
メ
ン
の
『
欧 

州
史
』
や
ド
イ
ル
の
『
米
国
史
』
な
ど
各
種
の

書
を
参
照
し
て
講
義
を
行
っ
た
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
明
治
時
代
に
は
こ
の
ほ
か
に

も
『
万
国
史
略
』
の
書
名
を
持
つ
教
科
書
が
い

く
つ
か
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
明
治
５

年
（1

8
7

1

）
に
定
め
ら
れ
た
学
制
に
よ
り
、
上

等
小
学
第
４
級
（
12

歳
）
の
生
徒
が
「
万
国

史
」
を
学
ぶ
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
ま
す
。
中
で
も
、
最
も
広
く
使
用
さ
れ
て
い

た
教
科
書
が
こ
こ
で
ご
紹
介
す
る
文
部
省
刊

行
の
『
萬
國
史
畧
』
で
す
。 

「
例
言
」
を
、
大
槻
文
彦
（
四
頁
の
貴
重
書

紹
介
を
参
照
）
が
書
い
て
お
り
、
そ
の
中
で
西

洋
史
の
部
分
は
翻
訳
で
あ
る
旨
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。『
萬
國
史
畧
』
の
原
典
は
ア
メ
リ
カ

の
グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
著
『
パ
ー
レ
ー
万
国
史
』

（P
e
te

r P
a
rle

y
's U

n
iv

e
rsa

l h
isto

ry

）
で

あ
る
こ
と
が
定
説
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
容

は
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
の
三
部

構
成
と
な
っ
て
お
り
、
各
所
に
挿
絵
が
入
っ

て
い
ま
す
。 

◆
小
学

し
ょ
う
が
く

唱
歌
集

し
ょ
う
か
し
ゅ
う 

音
楽
教
育
発
展
の
た
め
に
う
ま
れ
た
「
音

楽
取
調
掛
」
の
最
初
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
教
材

の
作
成
で
し
た
。 

ま
ず
は
、
メ
ー
ソ
ン
と
伊
沢
に
よ
る
選
曲
、

国
語
学
者
に
よ
る
歌
詞
選
定
に
よ
り
集
め
ら

れ
た
題
材
を
、
メ
ー
ソ
ン
が
持
ち
込
ん
だ
手 

法
「
掛
図

か

け

ず

」（
教
室
に
掲
げ
る
生
徒
全
員
で
見

る
た
め
の
拡
大
さ
れ
た
教
材
）
の
形
に
し
、
生

徒
達
に
試
験
的
に
歌
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
修

正
を
重
ね
、
作
成
し
ま
し
た
。 

こ
の
後
、
生
徒
ひ
と
り
ひ
と
り
が
手
に
も

っ
て
歌
え
る
唱
歌
集
と
し
て
ま
と
め
た
も
の

が
、
日
本
最
初
の
教
科
書
「
小
学
唱
歌
集
」
な

の
で
す
。 

本
学
図
書
館
の
向
井
信
夫
文
庫
に
貴
重
書

と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。 

原
曲
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡
の
「A

u
ld

 

 L
an

g
 S

yn
e(

久
ひ
さ

し
き
昔)

」。
そ
の
歌
詞
は
、

現
地
で
は
大
晦
日
の
夜
明
け
に
手
を
取
り
合

い
輪
に
な
っ
て
合
唱
さ
れ
る
よ
う
な
、
再
会

の
歌
で
す
。
こ
れ
が
日
本
で
は
、
卒
業
式
の
た

め
の
歌
と
し
て
作
詞
さ
れ
、
曲
名
は
当
時
式 

が
執と

り
行
わ
れ
た
夏
の
季
語
で
あ
る
「
蛍
」
と

な
り
ま
し
た
。
歌
詞
は
、
一
・
三
番
を
卒
業
生
、

二
・
四
番
を
在
校
生
が
歌
う
よ
う
に
意
味
づ

け
ら
れ
、
コ
ー
ル
&

レ
ス
ポ
ン
ス
形
式
で
歌

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
根
付
い 

て
い
な
か
っ
た
「
卒
業
」
の
儀
式
化
の
一
助

い
ち
じ
ょ

と

な
る
歌
と
し
て
、
原
曲
か
ら
生
ま
れ
か
わ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
あ
ま
り
歌

わ
れ
る
こ
と
の
な
い
三
番
、
四
番
に
つ
い
て

も
、
歌
詞
に
変
更
が
あ
っ
た
記
録
が
残
っ
て

い
ま
す
。
三
番
の
歌
詞
「
か
は
ら
ぬ
こ
こ
ろ  

ゆ
き
か
よ
ひ
」
は
、
男
女
の
恋こ

い
慕

し
た

う
心
が
通

い
合
う
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と
も
捉

と
ら

え 

ら
れ
る
と
し
て
、
教
育
の
場
で
歌
わ
れ
る
に

は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。
文
部

省
の
学
務
局
長
に
よ
り
「
そ
の
ま
ご
こ
ろ
は 

へ
だ
て
な
く
」
と
書
き
換
え
ら
れ
、
現
在
も
そ

の
歌
詞
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。 

四
番
の
歌
詞
「
千
島

ち

し

ま

の
奧
も
、
沖
繩
も
、 

八や

洲
し
ま

の
内
の
、
護

ま
も

り
な
り
」
は
、
戦
争
を
経
て
、

日
本
国
境
が
変
わ
る
た
び
「
千
島
の
は
て
も
、

 

台
湾
も
」「
台
湾
の
は
て
も
、
樺
太

か
ら
ふ
と

も
」
と
書

き
換
え
ら
れ
ま
し
た
。
国
家
意
志
が
色
濃
く

反
映
さ
れ
た
唱
歌
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
見
て
と
れ
ま
す
（
現
在
は
も
と
の
歌
詞

に
戻
さ
れ
て
い
ま
す
。）。 

教
育
的
な
歌
詞
変
遷
と
は
別
に
、
中
学
教 

諭
に
よ
り
「
天
窓

あ

た

ま

の
光
」
と
禿
頭

ハ
ゲ
ア
タ
マ

と
ひ
っ
か 

け
た
替
え
歌
が
作
ら
れ
、
学
校
生
活
を
盛
り 

上
げ
る
た
め
に
一
役
買
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
讃
美
歌
、
韓
国
で

は
反
日
愛
国
歌
と
し
て
歌
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
様
々
な
形
で
各
国
に
浸
透
し
た
「
蛍
の

光
」
で
す
が
、
日
本
で
は
「
小
学
唱
歌
集
」
編

纂
当
初
と
変
わ
ら
ず
、
今
で
も
卒
業
な
ど 

惜
別

せ
き
べ
つ

の
歌
と
し
て
、
人
々
に
歌
い
継
が
れ
て

い
ま
す
。 

た
内
容
を
、
学
生
が
筆
記
し
、
出
版
さ
れ
た
も

の
で
す
。
先
ほ
ど
の
、
講
義
を
筆
記
し
た
形
で

出
版
さ
れ
た
教
科
書
の
典
型
例
で
す
。 

知
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
か
ら
関
税
の
部

を
ま
ず
翻
訳
し
た
と
あ
り
、
か
な
ら
ず
し
も

教
科
書
用
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
講
義
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
さ
れ

ま
し
た
。 

◆
蛍
の
光 

小
学
唱
歌
集
作
成
の
た
め
の
選
曲
で
は
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
民
謡

が
多
く
収
集
さ
れ
ま
し
た
。
七
音
が
主
流
と

な
っ
て
き
て
い
た
西
洋
音
楽
の
中
で
、
日
本

に
根
付
い
て
い
た
五
音
音
階
が
ま
だ
こ
の
地

域
に
は
残
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。 

歌
詞
に
つ
い
て
は
、
そ
の
当
時
の
教
育
に

合
う
よ
う
何
度
も
書
き
換
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
現
在
で
も
有
名
な
「
蛍
の
光
」
に
残
る
変

化
は
非
常
に
象
徴
的
で
す
。 

 

◆
専
修
学
校
の
教
科
書
『
萬
國

ば
ん
こ
く

史し 

略
り
ゃ
く

』
と
明
治
時
代
世
界
史
の
教
科 

書
『
萬
國

ば
ん
こ
く

史
畧

し
り
ゃ
く

』 

創
立
当
時
の
講
義
科
目
は
、
基
本
的
に
経

済
科
は
経
済
、
法
律
科
は
法
律
、
そ
れ
ぞ
れ
の

科
の
専
門
に
関
す
る
科
目
が
置
か
れ
て
い
ま

し
た
。
両
科
共
通
の
唯
一
の
科
目
に
「
歴
史
」

が
あ
り
ま
す
。
歴
史
は
第
１
学
年
に
置
か
れ

た
科
目
で
、
田
尻
稲
次
郎
が
担
当
し
て
い
ま

し
た
。
歴
史
の
講
義
で
使
わ
れ
た
教
科
書
が

こ
こ
に
ご
紹
介
す
る
『
萬
國
史
略
』
で
す
。 

こ
の
『
萬
國
史
略
』
は
、
田
尻
稲
次
郎
講
述
・

専
修
學
校
生
徒
筆
記
と
あ
る
よ
う
に
、
先
に

述
べ
た
「
先
生
が
話
し
た
こ
と
を
学
生
が
筆 
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(上)田尻稲次郎講述・専修學校生徒筆記『萬國

史略 5 巻(存 2 巻)』専修學校 , 1884-1885 

A/209/Ta26 

(下)師範學校編纂・小川亮標注略解『萬國史畧 

2 巻』 伊藤善太郎 , 1877 A/375/B18 

文部省音楽取調掛纂編『小學唱歌集 : 小學校師範

學校中學校教科用書』 大日本圖書 , 1889 向井信
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